
令和6年度　江東商業高等学校 年間授業計画 

教科・科目の目標：

評価の観点：

1
定期考査

15

３章　表計算ソフトウェアの活用 　表計算ソフトウェアを通して、
情報の集計と分析について理解
し、様々な集計や分析方法、集計
した情報から、分析結果を適切に
表現する能力を身につける

　表計算ソフトウェアを通して、情報の集計
と分析について理解し、様々な方法で分析す
る能力を身に付けるとともに、分析結果を適
切に表現し、主体的かつ協働的に取り組むこ
とができたか

〇 〇 〇

5

2章　情報ネットワーク通信の活用 　ネットワーク機器の機能や情報
技術の進歩に伴う通信手段の変化
について理解し、それを活用する
コンピュータやプリンタをＬＡＮ
やインターネットに接続するため
の基礎的な方法や、情報通信ネッ
トワークのシステム障害に対処す
るための基本的な技術を身につけ
る

　ネットワーク機器の機能や情報技術の進歩
に伴う通信手段の変化について理解し、コン
ピュータやプリンタを適切にＬＡＮやイン
ターネットに接続するための基礎的な方法
や、情報通信ネットワークのシステム障害に
対処するための基本的な技術について理化し
ている

〇 〇 〇 8

１
学
期

1章　企業活動とソフトウェアの
　　 活用

　身近な事例を基にビジネスにお
けるソフトウェアの活用を考える
学習活動により、ソフトウェアの
意義と重要性を理解する。

　ソフトウェアの意義と重要性について考
え、理解することができたか
　情報通信システムの特徴や処理方式の概要
を理解し、ソフトウェアの意義や役割を考
え、具体的な利用例を理解することができた
か
　ネット通信ビジネスおける情報通信システ
ムに関心を持ち、各種決済システムなどの、
ソフトウェアの意義や役割を考え、理解する
ことができたか
　ソフトウェアとビジネスや社会課題との関
連について自ら学び、適切に活用し、主体的
かつ協働的に取り組もうとしている

○ ○ ○

定期考査
○ ○ 〇

単元項目 学習内容 評価規準
評価の観点 配当

時数知 思 主

教科：（　商 業　）　科目：（　ソフトウェア活用Ａ・Ｂ　　）　単位数：（　2　単位）　対象：（第２学年A組～E組）

教科担当者：ソフトウェア活用Ａ（ A組 ～ E組：淡中、川口）、ソフトウェア活用Ｂ（A組 ～ E組：淡中、新井）

使用教科書：（　ソフトウェア活用（実教出版株式会社）　　）

　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、企業活動におけるソフトウェアの活用に必要な
資質・能力を次のとおり育成することを目指す

【知識・技能】：知 【思考・判断・表現】：思 【主体的に学習に取り組む態度】：主

　企業活動におけるソフトウェアの活用につい
て実務に即して体系的・系統的に理解するとと
もに、関連する技術を身につけている

　企業活動におけるソフトウェアの活用を発
見し、ビジネスに携わる者として科学的な根
拠に基づいて創造的に解決しようとしている

　企業活動を改善する力の向上を目指して自
ら学び、企業活動におけるソフトウェアの活
用に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る

⇓ ２、３学期の記入もお願いします。



２
学
期

４章　データベースソフト
　　　ウェアの活用

　データベースの特徴や基本的
な機能を理解する
　データベースの構造を理解す
る。また，表を正規化するため
の手順を理解する。

　データベースに関心を持ち，効果的な活
用方法や役割などを説明できる思考が身に
付いている。
　データベースの表やデータ構造など基本
的な知識を理解し，必要に応じた表の正規
化ができる知識や思考が身に付いている

〇 〇 〇 16



〇 1

合計 90

〇 2

　情報システムの開発の中での
プログラミングにおいて，コン
ピュータに指示を出すための手
順であるアルゴリズムについて
の基礎的な技術や，プログラミ
ングに必要な関連する知識，技
術を身に付ける。アルゴリズム
を表現するための流れ図につい
て，問題解決のためにその技術
を利用することができるか。
　アルゴリズムの各種基礎的な
考え方を理解しているか。
　

　表計算ソフトウェアやデータベースソフ
トウェアによる情報システムの開発におい
て，どのモデルで開発を進めるかを，主体
的に考え，思考することができるか。

13

３
学
期

６章　情報システムの開発 情　報システムの開発に関する
基礎的な知識，技術について実
務に即して理解するとともに，
表計算ソフトウェアやデータ
ベースソフトウェアによる情報
システムの開発と関連付けて理
解を深める。

　一般的に利用されているシステム開発モ
デルについて，各手法の趣旨やメリット，
デメリットを理解し，適切な手法を選択す
ることができるか。

〇 〇

定期考査
〇 〇

定期考査
〇 〇 〇 1

　グループウェアに関する知識，技術を身
に付け，企業活動の改善に対する業務の効
率的な処理について，組織の一員としての
役割を果たすため，主体的かつ協働的に取
り組むことができたか。

〇 〇 〇 14

定期考査
〇 〇 〇

ＳＱＬを用いた汎用的なデータ
ベースの操作方法について理解
する。

ＳＱＬの演習について自発的に取り組み，
ＳＱＬの文法を理解し，データベースを適
切に操作する技術が身に付いている。

〇 〇 〇 14

２
学
期 　グループウェアを活用するこ

との利点と，グループウェアを
活用して効率的に業務を行う方
法について理解する。


